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解析の目的

Design by Analysis: 解析による設計

Manufacturing by Analysis: 解析による製造

Troubleshooting by Analysis: 解析によるトラブル解決
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解析の種類

構造解析：弾性、弾塑性、大変形、座屈、破壊パラメータ、
クリープ、接触、金属/セラミック/ゴム

振動解析：固有値、モーダル解析、時刻暦応答解析

音場解析：定常、非定常(音波伝播)
温度解析：熱伝導、熱伝達、輻射

電磁場解析：電場、磁場、電磁場

流体解析：層流、乱流

連成解析：圧電セラミック（電場と構造）、構造流体連成
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解析方法

解析解

数値解析
有限要素法(FEM: Finite Element Method)
境界要素法(BEM: Boundary Element Method)
差分法(FDM: Finite Difference Method)

時間領域差分法(FDTD: Finite-Difference Time-Domain method)
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解析プログラム

構造・振動・温度解析プログラム
MARC:  非線形構造解析(MSC社）
ABAQUS:非線形構造解析(Dassault Systemes社 )
ANSYS: 圧電素子解析等Multiphysicsが得意(ANSYS社)
NASTRAN: 振動解析が得意(MSC社）

磁場解析プログラム
JMAG: モーターや発電機の解析が得意(日本総研)

流体解析プログラム
FLUENT: 汎用流体解析(ANSYS社)
STAR-CD:汎用熱流体解析プログラム (CD-adapco社)

自作プログラム
構造解析プログラム(2次元弾塑性FEM)
電場解析プログラム(3次元電場解析FEM)
音波伝播解析プログラム(2次元FDTD, 3次元FDTD)
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解析事例

構造(FEM)
鋼板の圧延解析（弾塑性、大変形、接触）
補強円筒殻の外圧座屈（弾塑性、大変形、座屈）

弾性体内の音波伝播(FEM)
超音波の解析（弾性、時刻暦応答）

磁場(FEM)
磁場分布（静磁場）

空気中の音波伝播(FDTD)
矩形流路の音波伝播解析

連成解析(FEM)
圧電セラミックの解析
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鋼板の圧延解析

鋼板の圧延過程の
ような、弾塑性、大変
形、接触問題を、ＦＥ
Ｍ解析によりシミュレ
ートすることができま
す。この例は、圧延
途中の鋼板の長手
方向応力分布を示し
たものです。
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補強円筒殻の外圧座屈解析

鋼製の補強円筒殻の外圧座屈圧力
を、準軸対称殻要素による弾塑性大
変形ＦＥＭ解析プログラムにより解析
した。機械加工模型の解析結果は、
実験結果と良い一致を示した。

(三菱重工技報,Vol.30, No.2, 1993.).
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鋼板内の超音波の伝播解析

厚さ５ｍｍ、長さ３０ｍｍの鋼板端面に５ＭＨｚの超音波３波
をせん断波として与えた場合の動的ＦＥＭ解析を行い、４．２
μsec後のせん断応力分布を示します。一部が１ｍｍ薄い場

合には、薄くなった部分で反射波が発生しています。

主波
反射波

一部薄い場合（4.2μsec）
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磁場分布の解析

磁場や電場の解析
も、ＦＥＭにより行うこ
とができます。左の
例は、０．２ｍｍ幅の
切欠き上面のｙ方向
磁束密度の分布の
解析例です。
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流れのある空気中の音波伝播解析

最大流速１５ｍ/ｓの

放物線状流速分布
がある、幅１０ｍｍ、
長さ８２ｍｍの矩形
流路の中央に、点音
源があり、ここに５０
０ｋＨｚの５波のバー
スト波を与えた場合
の音波伝播を、ＦＤＴ
Ｄ法により解析した
結果です。下流側の
方が、音が早く端部
に到着しています。
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圧電セラミックの解析

圧電セラミックに、静的に１０
Ｖの電圧を加えた場合の変
形をＦＥＭの特殊要素を用い
て解析した結果です。インピ
ーダンス解析や、動的解析も
可能です。

変形とｚ方向変位（単位：ｍ）
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World of Analysis: まとめ

Design by Analysis: 解析による設計

設計基準に適合するように設計するため解析を実施する

Manufacturing by Analysis: 解析による製造

製造プロセスを解析し、目的のものができるかどうかを確
認する。解析により、試作個数を減らす等の効果が期待で
きる。

Troubleshooting by Analysis: 解析によるトラブル解決

実際に発生した現象を解明するため解析する

<お問い合わせ先>  ㈱ＫＲＩ 分析評価センター 主任研究員 竹中 誠

TEL: 06-6464-9235 FAX: 06-6464-9236 E-mail: takenaka@kri-inc.jp

応力解析、温度解析、および、磁場解析します（京阪神、奈良、和歌山地区）。


